
費用対効果分析に関する説明資料

事業名 地域水田農業支援緊急整備事業 都道府県名 北海道 地区名 渡島大野

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ２７３，０００千円

年 効 用 ② ２１，０４６千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３８年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５３３
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ３９４，８５９千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．４４

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ９，８１３
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、大豆、ネギ、トマ

ト、ホウレンソウ

ほ場の大区画化や排水改良による労営農経費の節減 営農経費節減効果 ６，７２７
働時間の短縮や機械経費の節減

対象作物：水稲、大豆、ネギ、トマ

ト、ホウレンソウ

用排水施設の改修等に伴う施設の維維持管理費節減効果 ２８４
持管理費の節減

対象施設：用水路、排水路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ４，２２２
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：排水路の維持

計 ２１，０４６



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 地域水田農業支援緊急整備事業 都道府県名 北海道 地区名 今金

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ９６６，０００千円

年 効 用 ② １１４，６２３千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３３年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５６９
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，０１４，４６４千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① ２．０８

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ４８，１７３
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、馬鈴薯、大豆、小

豆、小麦、甜菜、だいこん、ネギ

ほ場の大区画化や排水性の改善によ営農経費の節減 営農経費節減効果 ６６，４５０
る労働時間の短縮や機械経費の節減

対象作物：水稲、馬鈴薯、大豆、小

豆、小麦、甜菜、だいこん、ネギ

計 １１４，６２３



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 地域水田農業支援緊急整備事業 都道府県名 北海道 地区名 長沼北

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，８３７，５００千円

年 効 用 ② １２６，２２１千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ２９，２７０千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３５年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５５３
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，２５３，２０７千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．２２

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ４５，７９７
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、小麦、大豆、小

豆、ﾀﾏﾈｷﾞほか

ほ場の大区画化やほ場の排水性の改営農経費の節減 営農経費節減効果 ４１，６０５
善による労働時間の短縮や機械経費

の節減

対象作物：水稲、小麦、大豆、小

豆、ﾀﾏﾈｷﾞほか

用排水施設の改修に伴う施設の維持維持管理費節減効果 ２１，３０８
管理費の節減

対象施設：用水路、排水路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 １７，５１１
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路の維持

計 １２６，２２１



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 地域水田農業支援緊急整備事業 都道府県名 北海道 地区名 たいせつ東

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，０７１，０００千円

年 効 用 ② １１０，６４８千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３９年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５３１
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，０８３，７６６千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．９４

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による単収の増加等農作物の生産 作 物 生 産 効 果 １８，１８１
対象作物：水稲、小麦、大豆、ﾄﾏﾄ、ｷｭｳﾘ量の増加

ほ場の大区画化や排水性の改善による労働営農経費の節 営農経費節減効果 ７９，１３８
時間の短縮や機械経費の節減減
対象作物：水稲、小麦、大豆、ﾄﾏﾄ、ｷｭｳﾘ

用排水施設の改修に伴う施設の維持管理費維持管理費節減効 ７，３９４
の節減果
対象施設：用水路、排水路

老朽化した施設の更新による従前の農業生施設更新によ 更 新 効 果 ５，９３５
産の維持る従前の農業
対象施設：用水路、排水路生産の維持

計 １１０，６４８



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 地域水田農業支援緊急整備事業 都道府県名 北海道 地区名 たいせつ西

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ８９２，５００千円

年 効 用 ② １３５，８３７千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ １，２４１千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３２年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５８１
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，３３６，７４５千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① ２．６１

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による単収の増加等農作物の生産 作 物 生 産 効 果 ５２，７７０
対象作物：水稲、小麦、大豆、ﾄﾏﾄ、ｷｭｳﾘ量の増加

農道が整備され作物の荷傷みが防止される品 質 向 上 効 果 ２，８２０
こと等による作物の品質の向上
対象作物：水稲、ﾄﾏﾄ、ｷｭｳﾘ

ほ場の大区画化や排水性の改善による労働営農経費の節 営農経費節減効果 ５０，３３２
時間の短縮や機械経費の節減減
対象作物：水稲、小麦、大豆、ﾄﾏﾄ、ｷｭｳﾘ

用排水施設や農道の改修に伴う施設の維持維持管理費節減効 ２１，１７２
管理費の節減果
対象施設：用水路、排水路、道路

農道整備による農作物の生産・流通に係る営農に係る走行経 ２，７７０
輸送経費の節減費節減効果

老朽化した施設の更新による従前の農業生施設更新によ 更 新 効 果 ５，８４４
産の維持る従前の農業
対象施設：用水路、排水路、道路生産の維持

農道整備による一般交通の改善に伴う輸送地域の生活環 一般交通等経費節 １２９
経費の節減境の保全・向 減効果

上

計 １３５，８３７



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 地域水田農業支援緊急整備事業 都道府県名 青森県 地区名 第二出来島

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １６５，０００千円

年 効 用 ② １２，３２３千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３０年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５８９
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２０９，２１９千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．２６

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等に伴う転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 １，１８７
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、小麦、大豆

乾田化、用排水改良等ほ場条件 改営農経費の節減 営農経費節減効果 ８，４３７ の
善による労働時間の短縮や機械経費

の節減

対象作物：水稲、小麦、大豆

用排水施設の改修に伴う施設の維持維持管理費節減効果 ５４６
管理費の節減

対象施設：用水路、排水路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ２，１５３
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路の維持

計 １２，３２３



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 地域水田農業支援緊急整備事業 都道府県名 山形県 地区名 河北南部

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ２１０，０００千円

年 効 用 ② ２４，８１７千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２６年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０６５０
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ３８１，８００千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．８１

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ２０，６０１
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、大豆、枝豆、さと

いも、なす、きゅうり

乾田化による労働時間の短縮や機械営農経費の節減 営農経費節減効果 ４，１７５
経費の節減

対象作物：大豆

用排水施設の補修に伴う施設の維持維持管理費節減効果 ４１
管理費の節減

対象施設：用水路

計 ２４，８１７



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 地域水田農業支援緊急整備事業 都道府県名 佐賀県 地区名 橋下

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ２１４，２００千円

年 効 用 ② ２８，２３０千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２３年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０６８６
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ４１１，５１６千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．９２

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良による転作作物の面農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 １９，２２０
積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、麦、大豆、イチゴ

ほ場の乾田化による労働時間の短縮営農経費の節減 営農経費節減効果 ９，０１０
や機械経費の節減

対象作物：水稲、麦、大豆、たまね

ぎ、イチゴ

計 ２８，２３０



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 地域水田農業支援緊急整備事業 都道府県名 熊本県 地区名 有明

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ５０９，５００千円

年 効 用 ② ３３，４８５千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３２年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５７７
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ５８０，３２９千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１３

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 １１，５６１
面積拡大や単収の増加の増加

草対象作物：水稲、レタス、かすみ

デコポン

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 １５，４７４
縮や機械経費の節減

対象作物：水稲

用排水施設等の改修、統廃合に伴う維持管理費節減効果 ９６８
施設の維持管理費の節減

対象施設：用水路、排水路、道路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ５，４８２
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路、道路の維持

計 ３３，４８５


